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型｣二佐の森方式林家養成塾の ご案内 -

副業 と して林 業収入 を得 た い と考 え て い る 方 ､ 自分 の 山を き ちん と管理 した い 方

定年 退職後 の 生活設計 を林業で と考 え て い る 方

地球温暖化を憂 い ､ な にか を した い と 考え て い る 方 ､ 森林整備活動 を ど っ ぶ り体験 してみ た い 方 へ

間伐か ら木材 ･ 林地残材の 搬 出や 運搬 まで ､ 副業 と して 起業 で きる まで の 林業技術を 学ん で 見ませ ん か !

長年 の 実績 を積ん だ N P O 法人 土 佐 の 森 ･ 救援隊 と

N P O 法 人 日 本 の 森バ イ オ マ ス ネ ッ トワ
ー

ク ､ 任意活動用体 しん り ん や

県内外 の 一 流専 門講 師陣 によ る 座学や実践行動 を用 意 し ､

また機器や機材 を無償貸 与 して ､ 安全 か つ シ ンプル で 確か な 林業 ス キル を

て い ね い に マ ンツ ー マ ン方式で 学ん で い た だ き ます ｡

【参加形態】

今年 9 月より来年3 月までの 問､ N p O 法人土佐の森 ･ 救援隊と N P O 法人日本の森バイオ マス ネ ッ トワ
ー

ク

任意活動団体 しんりん と公益社用法人 Ci v ic F o r c e が夷施する森林整備活≠削こ参加 してい ただきます｡

【研修内容】

実践的森学の 習得｡ 間伐､ 林地残材搬出 ･ 運搬などの森林整備兼践活動及びチ ェ ー ン ソ ー (伐倒､ 造林) ､ 林内

作業車 (運搬) ､ 簡易軽架線 (索道 ･ ウイ ンチによる搬出) ､ 油圧シ ョ ベ ル (道づくり※) などの操作技術を

学んで いただきます｡ ※道づくりには ､ 日本で作業道づくりの第
一 人者の橋本光治氏を招いて学びます｡

身塩 鮭走▲

対象署･ : 副業とし て 林業収人が得られる小規模
･ ljl一業壁!杯家をR 指す県内外/ 用三者｡

※ 森林を所イーJ して い ない 方及び宮城蜘こ定住を f 定して も
l る〟も対象となり

ますr〕 鮎康な〟であればfl三齢､ 作別を問いません ｡ 仕事の捕食等で】二= で

の活動を考えて い る方や､ 定年後の 余蝦所動､ セ カ ン ドワ
ー ク

､
趣味 の グ

ル
ー プ溝戯などに 清かした い と考えてt l る 〟も歓迎い たします｡

た だし ､ 普通免.i乍所有者を柳川と い た します｡

定 ‖ : 2 0 名相度

期 lさU :
､

ド成 2 5 il三度 1 1j 2 4 Fl ( 巨)
～ 平成 2 5 咋 3 JJ｣ 三ま で の期Iiu (4 8 時l朴捏度)

l/2 4 り2 5
･ 2 / 9 2/】0

･ 二i/2 3/ 3 ( 予定) 2 11 迎11 で のl朴推の サ定です｡ (l 仙川 )

※遠鮎地から の 参加常に は､ 宿盲11 施設等ご相談くださ い ｡

場 所 : 宮城県穏米山東和町米谷来由地区 ( ア定)

参加料 : 無料 ※人径木等木造作業の 特別教翻Il テ キス トボラ ン テ ィ ア保険( 糾I(= り)

帰食代は行l
と

に
■

負附 い ただきます ｡

? 氏利 一 所んか 仙祈 ･ 年齢 ･ 適齢 先 をl軋記の L ∵心誹 ･ 1ブA X ･

歩;;送 ･ E メ ー ル 等に て 卜氾

まで お 巾し込 み く だ さ い ｡ ま た ､ お㈹ い 合わせ な ども あ わ せ て 卜記述紹先 へ ご迅締 卜さ い ｡

弔鵡局 : 特定非常刑漬動法人 日本の森バイオマ スネッ トワ
ー

ク 担当 : 阿部
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